
必修科目

⑥ コミュニティワークの意義と目的、展開について学ぶ。

⑦ スーパービジョンとコンサルテーションの意義・目的・方法について学ぶ。

① 人と環境との交互作用に関する理論とミクロ・メゾ・マクロレベルにおけるソーシャルワークについて理解する。

【授業全体の内容の概要】

① 生態学理論、バイオ・サイコ・ソーシャルモデルといった人と環境との交互作用に関する理論とミクロ・メゾ・マクロ
レベルにおけるソーシャルワークについて学ぶ。

② ソーシャルワークの様々な実践モデルとアプローチについて理解する。

③ ソーシャルワークの過程とそれに係る知識と技術について理解する。

【授業の目的・ねらい】

時間数
　印刷教材時間数：162時間（課題提出回数：2回）
　面接授業（オンデマンド授業視聴）時間数：6時間

② ソーシャルワークの様々な実践モデルとアプローチについて学ぶ。

③ ソーシャルワークの課程・記録の方法について学ぶ。

④ コミュニティワークの概念とその展開について理解する。

⑤ ソーシャルワークにおけるスーパービジョンについて理解する。

授業のタイトル（科目名）

ソーシャルワークの理論と方法

授業の種類

印刷教材
面接授業（オンデマンド）

最新 精神保健福祉士養成講座１２
「ソーシャルワークの理論と方法（共通科目）」
一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟編集
中央法規出版

次の各項目の総合評価による
・所定回数の課題提出およびその評価
・面接授業（オンデマンド授業）の全時間視聴
・面接授業（オンデマンド授業）の確認テスト結果

④ ケアマネジメントの原則、意義と方法について学ぶ。

⑤ グループワークの意義と目的、原則について学び、グループを活用した支援方法について学ぶ。

【使用テキスト・参考文献】 【単位認定の方法及び基準】


